
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月２２日（木）に，６年生を送る会を行いました。今回は４年ぶりに保護者の皆様の

参観も行う形で実施することができました。 

 ２限目開始とともに，６年生が入場。１年生

がプラカードで先導し，手をつないで入場する

と大きな拍手が起こりました。そのまま，ステ

ージ上で運動会を彷彿とさせる応援合戦が展開

され，かわいいダンスも披露されて，一気に送

る会のボルテージが上がりました。  

 続いて，５年生代表から「開会の言葉」があ

り，出し物等が始まりました。まず３年生が，

総合的な学習の時間に調べた「羽咋七塚」につ

いての劇を行い，羽咋のいわれや唐戸山神事相

撲，お祭りなどをダイナミックに紹介できました。 

 そして前半の最後は，５年生・４年生による鼓笛演奏。６年生に習ったことを繰り返し

練習し，今回「校歌」「アフリカンシンフォニ

ー」の２曲を披露しました。音楽の時間や休み

時間，さらには家庭学習でも練習を重ね，息の

合った演奏ができました。 

 １０分間の休憩後，後半のスタートは，先生

方の出し物。昨年までの３年間は，感染症予防

の観点からビデオでの参加でしたが，今回は

久々にステージでの披露となりました。６年生

に負けじと８の字跳びに挑戦する先生方の奮闘

ぶりはどうでしたか。みなさんの喜ぶ姿を見る

ことが出来てよかったです。 

そして，いよいよ６年生による６年間の思い出劇の披露。各学年の思い出をうまくアレ

ンジして，成長の過程がとてもよくわかる，そしてたくさんの笑いと拍手が沸き起こる内

容でした。さすが６年生，企画・演出はもちろん，チームワークバッチリの出し物でした。 

令和５年度 羽咋小 校長室だより 

 

 

 

 ２月 感謝・感動の春号 Ｒ６．２．２９ Ｎｏ．２０ 

元気と絆と感謝！６年生を送る会！ 

ありがとう，６年生！新しい TEPPEN へ！ 

招待状を手に，６年生が入場完了！ 

伝統の「指揮棒の受け渡し」！ 



 その後，思い出動画が上映され，お世話になった先生方からのメッセージや１年生の時

からの思い出写真などが流れ，会場は温かい雰囲気に包まれました。お忙しい中，６年生

にメッセージを送ってくださった先生方に，感謝ですね。 

 次に，校長先生からのお話ということで，６年生は運動会や音楽会などで最後の本番で

最高の力を発揮する強さやたくましさをもっていたことや，５年生が送る会リーダーとし

て企画・準備・運営を協力して成し遂げたこと，１年生～４年生も感謝の気持ちを伝える

ために，学年みんなで力を合わせ表現できたことを褒めました。そして，６年生へのエー

ルとしてＫＡＮさんの名曲「愛は勝つ」をギター伴奏で歌いました。「♪どんなに困難で

くじけそうでも，信じることさ，必ず最後に愛は勝つ！♫」，最後は本当に気持ち次第，そ

んなメッセージを込めて歌いました。みんなの手拍子が，とてもうれしかったです。 

 最後に，５年生代表からの「閉会の言葉」があり，６年生への感謝と自分たち下級生が

羽咋小を支えていくという決意が示

されました。退場する６年生が笑顔

で去って行く姿に，この会の成功を

実感しました。今回，残念ながら２

年生は学級閉鎖の関係で出し物がで

きませんでしたが，３月の全校集会

での披露を楽しみにしています。 

テーマである「新しいＴＥＰＰＥ

Ｎ！最高到達点！」にたどり着くこ

とができた，すてきな会でした。今

回の頑張りを生かし，次は最高の卒

業式をめざして，学習・生活のまと

めをしっかりやり抜きましょう。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思い出劇，終了！感謝の言葉を述べる６年生！ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １年間，全校のリーダーとして大活躍！ありがとう！最高の最高学年！ 



 

 

 

～５年生を中心に，４年生も協力し，準備・片付けもしっかりできました！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の送る会は，直前にインフルエンザが

入り込み，在校生リーダーの一角である５年２

組が前日まで学級閉鎖という事態となりまし

た。それでも，５年１組を中心に４年生もバック

アップし，準備や鼓笛にベストを尽くしました。 

すばらしいチームワークでした！ 



 

 
 
 ６年生を送る会が行われた２月１９日（月）からの一

週間，学校では児童会が「ありがとうＷｅｅｋ」と銘打

って，６年生や友達，先生方に感謝の気持ちを表す恒例

の企画が行われました。 
 お昼の放送では，６年生に向けて下級生がお世話にな

った気持ちをビデオレターとして表す「ありがとう動

画」が流れ，感謝の気持ちがあふれました。遊んでくれ

たこと，助けてくれたこと，やさしくしてくれたこと。

一人一人の思いが，表情と言葉で伝わってきました。 
また，玄関に設けられた「ありがとうレター」のコーナーでは，普段なかなか口に出し

て言えない，ありがとうの気持ちがボードいっぱいに並びました。日に日に増えていくカ

ードを見ながら，心が温まります。 羽咋っ子の絆が深まる「ありがとうＷｅｅｋ！」。こ

の伝統がいつまでも続くといいですね。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 ２月２８日（水）の３限目に，全校一斉道徳を行いました。毎年この時期に，進級・進

学に向けての自覚をもち，各学年での学習・生活のまとめをしっかり頑張ろうとする意欲

を高めるねらいで行っています。 

 ２年生は，３年生の先生方から授業を受け，いつもより緊張しながらも，いよいよ３年

生になるんだなという自覚を高めているようでした。

また，他の学年でも，次は一つ上の学年になるという

少し緊張した面持ちで，授業に臨んでいました。 

 普段とはまた少し違った雰囲気の中で行われた出張

道徳。教師にとっても，他学年の道徳授業を行うとい

うことで，教材教具や授業展開の仕方等で工夫し，授

業力を磨くことにもつながります。次年度も，道徳授

業のねらいを大切にしつつ，「児童が考え，議論す

る」授業となるよう努めていきます。 

出張道徳！新学年への自覚の芽生え！ 

３年生に向かって！張り切る２年生！ 

ありがとうＷｅｅｋ！感謝の心を形に！ 

感謝の心がいっぱい！ 



  
 
 
 ２月２８日（水）に，世界的ピアニストの西川悟平さんをお迎えして，待望のトーク＆

ピアノコンサートを開催しました。 
 この日，１１時過ぎに到着された悟平さんは，すぐに体育館に向かい，リハーサルを行

いました。ピアノを弾く姿からはオーラが感じられ，ピアニストが奏でる音はこんなに響

くのだなと既に魅了されました。１時間３０分程，集中してリハーサルを行い，その後，

控室となった音楽室に移動しました。しかし，ここでも練習が続き，プロの調整・仕上げ

の凄さを実感しました。 
 そして，いよいよ本番。オープニングの英語，軽妙な語りに会場はざわつき，そこから

オープニング動画が流れると，一変して静寂な空間となりました。悟平さんが世界で活躍

されていること，多くの著名人と交流があること，東京パラリンピック閉会式でラストを

飾る演奏をされたことなどが一気に伝わる動画でした。 
 その後，会場から悟平さんが登場すると，会場

は沸き，楽しいトークとピアノ演奏に引き込まれ

ていきました。泥棒の話で盛り上がり，時には力

強く，時には優しく響く音色で会場は魅了されま

した。終盤の質疑応答では，各学年から率直な質

問があり，その一つ一つに丁寧に答える悟平さん

の姿に，未来を担う子どもたちへの期待やエール

があふれていました。 
 最後に，６年生代表の３人から，お礼の言葉と

花束贈呈があり，全校で記念撮影をして９０分間のトーク＆ピアノコンサートは終了しま

した。花道を退場する悟平さんは，最後まで子どもたちや保護者，学校ボランティアの

方々等に笑顔で手を振っていました。 
 「夢を心に持ち続けると，誰にでも奇跡は起きると信じています」。悟平さんからのメ

ッセージは，トークとピアノ演奏，その人となりから十分に私達の心に届いたと実感して

います。初来県の地が，この羽咋小であること，今回の素敵な出会いとご縁に感謝です。 
 ３学期のテーマ「乗り越える」のエネルギーをもらえました。ごうちゃん，夢に向かっ

てあきらめずに挑戦する心と勇気を，ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西川悟平 トーク＆ピアノコンサート！ 

7 本指で奏でる演奏＆メッセージに感動！ 

軽妙なトーク！ごうちゃん節炸裂！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 編集後記「駆け抜けた２月！みんなで，乗り越えました！」  

 ２月２９日。４年に一度の新鮮な１日が，もうすぐ終わろうとしています。今月は，公開校

内研修会，授業参観，なわとび大会，６年生を送る会，トーク＆ピアノコンサートなど，この

１年間のまとめとなる多くの行事等がありました。企画・運営，準備・片付け等でハードワー

クが続きましたが，その分，体験を通じて心の成長もたくさんあったと実感しています。まさ

に，３学期のテーマである「乗り越える」にぴったりの，「目の前の 

壁を乗り越え，自分なりのＴＥＰＰＥＮをめざす！」という１カ月間 

だったと感じています。 

 そして，今月の締め括りとして行われた「トーク＆ピアノコンサ 

ート」では，悟平さんの圧倒的な熱量に，「よし！最後のラストスパ 

ート，頑張るぞ！」という気持ちになりました。 

いよいよ，３月。みんなで最高峰に到達しましょう！ 
ごうちゃんからサイン！ 

みんなで記念撮影！ごうちゃん，すてきな思い出をありがとう！ 


